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聖　書：ヨシュア記8章10〜29節
説教題：伏兵が立ち上がる

１　追いつめられるイスラエル

　ヨシュアはヨルダン川を越え、エリコを攻め落として一歩一歩約束の地カナンに向かっています。すべてが順調に見えます。実は、薄氷を踏む思いでやっとここまで進んできたというのが本当です。ヨシュアがいつも気にしているのは、敵に襲われたときの逃げ道です。ところが、その肝心の逃げ道はないのです。引き返そうとしてもヨルダン川が邪魔して戻ることができません。右を見ても左を見ても道はありません。

　どうするか。常に勝ち続けて前に進むしかないのです。それがヨシュアに課せられた使命です。勝っている間は大丈夫。けれども一度でも隙を見せたなら、敵は一斉に攻めてきます。そうなったら終わりです。ヨシュアはそのことを最も恐れていました。

　しかし、その心配が現実になりました。アカンという男が神の命令を破り罪を犯しました。それが原因となって、アイという町を攻めようとしたとき三十六人の犠牲者を出して負けてしまいました。ヨシュアは真っ青になります。

　主の指示によって、アカンの罪が明らかになりました。アカンとその家族はイスラエルの中から取り分けられ、石で打ち殺されます。そこでようやくイスラエルはきよさを取り戻し、もう一度アイとの戦いに向き合い始めます。きょうはその続きとなります。

２　主とヨシュア

１）谷の中で過ごす

　13節後半に、「ヨシュアは、その夜、谷の中で夜を過ごした」とあります。ふつう、最高司令官がわざわざ全線に立つことはあり得ません。将棋で言えば、玉です。陣地を固めたもっとも安全なところに居るべきなのです。それが最前線に向かったのですから、尋常ではありません。もしこの戦いにもう一度負けてしまったなら、今度こそイスラエルは全滅です。絶対に勝たなければなりません。そんな切羽詰まった状態なのです。

　兵士たちもそのことがわかっています。確かに、神はあなたとともにいる、ということばは聞きました。そうなのだろうとは思います。でも、本当に大丈夫なのか。不安は消えません。ヨシュアは安全な場所から離れ、兵士たちといっしょに暗闇のなかを過ごしていきます。

２）全イスラエルといっしょに打たれる

　聖書には、ヨシュアがどんな方法でこの戦いを戦ったのか、詳しく書かれています。イスラエルを二つの陣営に分け、本陣をアイの町の北に置き、もう一つの陣営を町の西側に置きます。本陣はわざわざアイの住民に見えるように移動します。いっぽう、もう一つの陣営は相手に気づかれないように夜こっそりと移動し伏兵として、町の西側に配置させます。

　翌朝、アイ住民は武器を手にしてヨシュアのほうに向かっていきます。アイの王は、後ろに伏兵が隠れているとに気づいていません。15節。「ヨシュアと全イスラエルは、彼らに打たれて、荒野への道を逃げた。」もともと、自分たちがおとりになって、アイの町から住民たちをおびき出し、空っぽにさせる作戦ですから、これはすべて筋書きどおりです。

　とは言え、敵をあおりたて、興奮させ、いっぽうでは自分の身を守りながら逃げなければなりません。普段の戦いとは違う難しさがあるはずです。もちろん戦おうと思えば、できたでしょう。それだけの準備もしていたはずです。しかし、ヨシュアは武器を使わせません。戦ってはならない。敵を引きつけながらできるだけ遠くに逃げろ、と指示します。兵士たちがけがそうするのではなく、自分もその中に加わって逃げます。

　イスラエルの最高司令官としてふさわしい姿でしょうか。まったく似つかわしくありません。ヨシュアの姿は、はアイの住民の目には、敗北したイスラエルの王にしか見えなかったはずです。

３）伏兵が立ち上がる

　そのようにしてから、主は18節でこう命令します。「手に持っている投げ槍をアイのほうに差し伸ばせ。わたしがアイをあなたの手に渡すから。」ヨシュアがそのとおりにすると、アイの西側に隠れていた伏兵が立ち上がり、空っぽになった町になだれ込みます。町に火が放たれます。アイの住民がそのことに気がついたときはもう手遅れ。このようにしてアイは完全に滅ぼされ、イスラエルは勝利を手にします。

　もし伏兵が立ち上るタイミングがもっと遅かったならどうなっていたでしょう。おとりとなっていたヨシュアは追いつめられ殺されます。そこで戦いの勝敗は決まりです。逆にタイミングが早すぎても、アイの攻略には失敗します。もっとも絶妙なタイミングを見定める必要がありました。そのタイミング。ヨシュアが判断したのではありません。主の判断によるものです。

　私たちは、ヨシュアのような厳しい状況に置かれることは少ないかもしれません。しかし、ときには難しい決断を迫られるときがあります。もちろん、祈ります。聖書に答をさがします。それでも、後になってから、あの判断は間違っていたと後悔することもあります。人から言われて、いっそう落ち込むことさえあります。

　ヨシュアのように、神の声が聞こえたらどんなにか楽だろう、と言う方もいます。私もそう思うのですが、残念ながら神の声は聞こえません。祈っても、間違った判断をしてしまい、失敗することがあります。どうしてそういうことが起きるのでしょう。神は何をしておられるのでしょう。

　ヨシュアのことを見ましょう。ヨシュアは、敵に背を向け、敵の前から逃げました。それは、言葉を換えれば、失敗するという役割です。それがヨシュアに負わされた重要な任務でした。最高司令官でありながら、失敗する姿をさらすために、わざわざ最前線に赴きました。

　もちろん私たちは、最初から失敗したいなどとは思いません。望まなくても失敗したり挫折します。手遅れでしょうか。いいえ。最もよいタイミングで、主は伏兵を起こしてくださると約束します。

　その伏兵。いつ準備されていましたか。戦う前からです。自分にはそんな都合のよい伏兵などいない、と思いますか。伏兵を置いたのはだれですか。ヨシュアではない。主です。私たちが伏兵を置くのではありません。そんな智恵などそもそもありません。そして、伏兵は隠されています。見えなくて当たり前です。わからなくて当然です。見えないけれども、主は、必ず伏兵を置き、最もベストと思われるタイミングで救いを与えてくださる。それが神の方法であることを教えられます。

３　主の十字架

１）のろわれた者となる

　さて、今日の箇所にはいささか目をそらしたくなるような描写がありがあります。そのことに触れておかなければなりません。29節。「ヨシュアはアイの王を、夕方まで木にかけてさらし、日の入るころ、命じて、その死体を木から降ろし、町の門の入り口に投げ、その上に大きな、石くれの山を積み上げさせた。今日もそのままである。」

　神に背き続ける者は結局このようになるのだという見せしめなのでしょうか。これは大昔のことで、今では考えられないような野蛮なことが平然と行われていた、ということなのでしょうか。

　申命記21章22，23節にこうあります。「もし、人が死刑に当たる罪を犯して殺され、あなたがこれを木につるすときは、その死体を次の日まで木に残しておいてはならない。その日のうちに必ず埋葬しなければならない。木につるされた者は、神にのろわれた者だからである。あなたの神、主が相続地としてあなたに与えようとしておられる地を汚してはならない。」

　ヨシュアは、この申命記のみことばに従いながら、アイの王を神にのろわれた者として扱っております。

　ところで、私たちはもうひとり、神にのろわれた者となり、木につるされた方を思い出さないでしょうか。そう、主イエス・キリストです。主は私たちの罪をご自分の身に負われ、神の前ではのろわれた姿となられました。ヨシュアが敵の前から逃げ、敵に打たれたように、この方も敗北した者となられます。主が十字架で死なれたとき、周りにいた者たちは、自分たちは勝ったと大喜びしました。日が沈むころ、アリマタヤのヨセフがイエスのなきがらを引き取り、墓に葬ります。こうして申命記に書かれていることが主の身にも起きました。

　墓に葬られたらもう終わり。敗北です。手遅れです。しかし神は伏兵を起こされます。墓に葬られた方を三日目によみがえらせます。それまで死が勝ち誇っていました。罪が勝利の雄叫びを上げていました。しかし、伏兵が立ち上がり、アイの町に火を放ったとき、罪は主の十字架によって完全に赦され、死はいのちに飲み込まれ、ほろぼされていきます。

２）十字架の重さ

　ヨシュアの時代、アイの町に住んでいたおよそ一万二千人の人々が聖絶されました。これを読んで皆さんどう思われますか。残酷だ、厳しすぎると言って怒りたくなりませんか。いろいろな理屈をこねて変に納得させるべきではありません。私は怒るのは当然だと思います。聖書は、私たちが納得できないように書いているのではとさえ思います。どうしてこんな書き方をするのか。

　こんなことをして神は喜んだと思いますか。私にはとうていそのようには思えません。主に逆らい、罪を犯し続ける者は、確かにさばきを受けなければなりません。でも、神が喜びながらアイの人々を滅ぼすはずはありません。涙を流しながら、でもこうするしかなかったのです。

　そのことで主は、心を痛めます。もう二度とこのような悲惨なことが起きてはならない。その思いを強くされます。主は、ヨシュアの時代からおよそ千四百年の後、私たちのところに来られ、みずから進んでのろわれた者となられました。今日の箇所を読んで、「残酷だ、厳しすぎる」と言うとき、そのことばはそのまま、主が受けられた十字架に向けられていきます。　

　主の十字架が、どれほど重くて厳しいものであったのか、思い起こしたいと願います。
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